
　　　　



平成28年度 事 業 報 告

自：平成28年4月 1日

至：平成29年3月31日

１ 事 業 内 容

〈 総 括 〉

平成28年度の肉牛及び豚肉の価格情勢は、全国的な飼養頭数の減少に伴い

高値で推移した。

県内の肉用子牛取引状況は、取引頭数が24,127頭となり前年度を下回った

が、平均取引価格は約753千円で、昨年に引き続き年度平均取引価格の過去

最高を更新した。また、豚枝肉の平均卸売価格は、464円と前年の472円を下

回ったが、安定的に価格が推移したことから、４カ年連続で補てん金の発動

はなかった。

しかしながら、円安による飼料価格の高騰やアメリカのＴＰＰ離脱等、畜

産業界にとって大きな不安材料となっており、今後とも動向を注視していく

必要がある。

また、当公社運営の基本である、基金運用による果実収入は、マイナス金

利政策による預金の低金利が続いていることから、昨年より３５％減少し、

厳しい運営状況である。

事業部門においては、平成28年度も、国、県及び独立行政法人農畜産業振

興機構等による支援の下、肉用牛対策、養豚対策及び消費拡大対策等の事業

を積極的に実施してきた。

事業毎に、事業別内訳をみると、「家畜・畜産物の価格安定事業」の事業費

は235,266千円であり、畜産物の価格が高値で推移したため、肉用子牛生産

者補給金制度では、全品種で補給金の交付はなかった。また、肉用牛肥育経

営安定特別対策事業では、交雑種で交付があり、交付額は18千円であった。

養豚経営安定事業の積立金支出で204,770千円、その他推進事業費で30,478

千円であった。

「家畜・畜産物の改良及び需給調整事業」は、家畜改良促進事業で肉用牛

の育種価の普及のために県家畜改良協会への委託費2,400千円、県産食肉等

消費促進支援事業による「ま－さんフェスティバル」、「うちな－いい肉の日」

等のイベントの開催や県農林水産物販売促進協議会負担金支出32,362千円を

行い、その総事業費は、34,762千円であった。
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「畜産経営体の経営安定、生産技術の向上及び家畜防疫に関する事業」の

事業費は394,659千円であった。その内訳は、補助事業は、家畜市場の活性

化を図るための購買者に対する購買助成、肉用牛ヘルパー利用組合等の活動

経費に対する助成等の沖縄県肉用牛経営安定対策補完事業357,781千円、畜

産特別資金借受者への推進指導事業である畜産特別資金推進指導事業2,015

千円の事業を実施した。

その他の主な事業は、沖縄県からの委託事業で県畜産経営体の経営診断分

析や、経営及び生産技術の高度化を図るための支援指導事業である畜産経営

技術改善指導事業2,869千円、沖縄型農林水産業構築事業5,410千円、沖縄県

ｴｺﾌｨｰﾄﾞ利用推進体制整備事業7,958千円、（公社）中央畜産会からの受託事

業で畜産ｸﾗｽﾀ-関連事業の畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業3,363千

円、畜産経営における女子力発揮事業1,265千円等の委託事業を実施した。
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＜事業別概要＞

１．家畜・畜産物の価格安定事業

(１）肉用子牛生産者補給金制度

１）肉用子牛生産者補給交付金 0 円

肉用子牛生産安定等特別措置法に基づいて、肉用子牛の価格が保証基準価格（黒毛
和種 337,000 円、乳用種 133,000 円、交雑種 205,000 円）を下回った場合に肉用子牛の
生産農家に対し生産者補給金を交付すること等により、肉用子牛の生産及び価格の安
定を図りもって肉用牛経営の健全な発展に資するための事業である。

平成 28 年度は、黒毛和種、乳用種、交雑種について、平均売買価格が保証基準価
格を上回ったため、補給金の交付には至らなかった。

なお、肉用子牛の１月から 12 月までの個体登録頭数は、黒毛和種は 20,598 頭、乳
用種は 20 頭、交雑種は 345 頭、合計 20,963 頭となっている。

事業の実績は、下記のとおりである。

ア 生産者補給金交付契約締結状況
（単位：戸）

契約区分 繁 殖 酪 農 一 貫 哺 育 合 計

個 人 2,089 1 8 1 2,099

農 協

農 協 連

農事組合法人 2 2

株式会社 11 1 12

有限･合名･合資会社 28 2 30

民法法人 1 1

合 計 2,131 1 11 1 2,144

イ 事務委託先契約締結状況
（単位：件）

事 務 委 託 先 事務委託先数 備 考

総 合 農 協 １ （支所等１３カ所）

専 門 農 協

農 協 連

そ の 他

合 計 1
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（３）沖縄県和牛子牛価格安定特別対策事業 0 円

（単位：円）

区　　　　　　分

県内指定 標準取引 保証基準

年度 品種区分 月　別 市場雌雄 規格雌子 規格雌子 差額 補てん単価

平均価格 牛価格Ａ 牛価格B C＝B－A D＝C×0.9

１月 742,176 689,618 305,000 0

２月 752,326 703,635 305,000 0

３月 770,975 723,169 305,000 0

前年度

第4四半期

平 黒 ４月 781,947 734,956 305,000 0

成 毛 ５月 743,376 683,249 305,000 0

28 和 ６月 742,608 682,417 305,000 0

年 種 第1四半期 755,977 700,207 305,000 0

度 ７月 732,901 666,203 305,000 0

８月 761,706 712,117 305,000 0

９月 775,838 717,196 305,000 0

第2四半期 756,815 698,505 305,000 0

１０月 822,874 761,846 305,000 0

１１月 809,709 736,915 305,000 0

１２月 833,280 770,322 305,000 0

第3四半期 821,954 756,361 305,000 0

　○保証基準価格：平成26年4月から305,000円。

　○標準取引価格：平成22年3月までは指定家畜市場（南部、伊江村、宮古、八重山、今帰仁、黒島）で算定。

　　　　　　　　は県内全家畜市場の雌規格子牛価格の加重平均をとる方式へ移行。

　県内の肉用子牛価格の低迷を緩和するため、規格雌子牛（黒毛和種）の標準
取引価格が、公社の定めた保証基準価格を下回った時に生産農家に補てん金を
交付し、肉用牛繁殖農家の経営安定に資するための事業である。
　平成28年は、全期間を通じて、標準取引価格が保証基準価格を上回って推移
したため、補てん金の発動はなかった。

（１）平成２８年の取引状況

沖縄県和牛子牛価格安定特別対策事業
に係る規格子牛価格と補てん金単価

　○標準取引価格：指定家畜市場で取引された240kg～310kgの雌子牛の加重平均価格。平成22年４月から

305,000 0755,159 705,474
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２．家畜・畜産物の改良及び需給調整事業

（６）家畜改良促進事業 円

 1)全国畜産共進会助成事業 0 円

 2)沖縄県優良肉用牛生産推進事業 2,400,000 円

（７）畜産物需給総合調整事業 円

 1)県産食肉等消費促進対策事業　30,362,802 円

　〔主な販促活動内容〕

1,475,506 円

販促資材の作製
広報活動

・県産和牛試食会の実施：ミーティッジ 517,167 円

県内量販店における販促キャンペーン

・宮古牛の販促活動：フジ冷凍 534,181 円

離島フェア出展

・もとぶ牛の販促活動：もとぶ牧場 661,860 円

「大交易会」等の各種物産展への出展

・「県産たまごの販促活動」の実施　：　養鶏協会 938,843 円

「エッグの日」イベント開催

・県産食肉メニューフェアの開催 141,383 円
　　　県産！畜産！ま～さん月間中に県産食肉を活用したメニューフェアを開催した。（651食）

開催期日：平成28年11月29日～12月2日
開催場所：県庁地下食堂「南天」

7,400,000 円

開催期日：平成29年2月4日～2月5日
開催場所：奥武山総合運動公園
主な内容：県産食肉及び加工品の試食・販売、畜産関係団体によるパネル展示

1,977,740 円

開催期日：平成28年11月1日～11月29日
開催場所：県庁前県民広場、南部家畜市場、ファーマーズマーケットいとまん等
主な内容：県産食肉及び加工品の試食・販売、畜産関係団体によるパネル展示

11,239,245 円

委託先：有限会社池田冷凍食品

5,476,877 円

 2)　沖縄県農林水産物販売促進協議会等負担金 2,000,000 円

・「まーさん熟成肉」確立支援

　沖縄県産農林水産物の消費・需要の拡大及び生産振興を図ることを目的として設立された沖縄
県農林水産物販売促進協議会及び沖縄県産食肉等消費拡大推進協議会に対する負担金等。

・更新母牛の食肉需要価値を高めるため、県産和牛（※更新母牛）を利用した熟成
肉の確立を目指す。更新母牛の食肉としての需要を喚起し市場価値を高めること
で、生産者の所得向上を図り、生産現場における母牛の更新を促し、子牛生産性の
向上を図ることを目的とする。

・その他

・「まーさんシール」の作成（6,000千枚）
・いい肉の日キャンペーンオープニングセレモニー（あぐ～丸焼き提供）
・熟成肉試食会（カルネヤサノマンズ）
・沖縄県産食肉まーさんフェア（東急百貨店）
・香港での商標登録手続への精算金

炭火七輪ＢＢＱコーナーの設置、フードコート、抽選コーナー等。

・「まーさんフェスティバル」「うちな～いい肉の日」等の実施
　：沖縄県産食肉等消費拡大推進協議会

セレモニー、ミニ動物園、乳搾り体験、クイズラリー等。

肉用牛の遺伝的能力評価の普及を図るための事業。

・「まーさん市場」

2,400,000

5年ごとの祭典である全国和牛能力共進会に本県から出品する場合に要する経費。

32,362,802

　県内で生産された食肉や鶏卵等を販売する事業者が行う消費促進活動に対し、その経費の一部
を助成した。また「まーさんフェスティバル」や「まーさん市場」、各種メニューフェアを開催
した。

・おきなわ和牛および石垣牛の販売促進事業の実施：JAおきなわ
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八重山家畜セリ市場 

ウ．主な内容 

       4カ国語表記の「関係者以外立ち入り禁止」シールを農家に配布し飼養

       衛生管理基準の普及を促進するとともに口蹄疫症状および侵入防止対策

       啓発ポスターを農家に配布し飼養衛生管理基準の普及を促進した。 

 ③地域推進事務 

      地域段階事業のための企画、実施方策等の推進事務を行った。 

 

 

（16）在来馬等馬伝染性貧血清浄化推進事業  103,839円 

平成23年3月、宮崎県の在来馬において国内で18年ぶりに馬伝染性貧血が確認

された。このような中、県内では宮古馬、与那国馬の在来馬を対象とした清浄性を確

認するため、現地調査等を行い、本県における清浄性の維持を確認する。 

 

①在来馬等飼養・衛生状況実態調査 

 与那国、宮古において、過去の馬伝染性貧血検査の実施状況及び飼養形態等 

について、実態調査を行った。 

  

  ②清浄化地域推進検討会 

  家畜保健衛生所の検査状況を基に今後の清浄性維持の在り方について検討

  を行った。 

 

 

（17）女性・リタイア世代等の就農・定着等推進事業    0円 

 我が国の酪農は、新規就農者や後継者の確保など次代を担う酪農経営者の育

成が将来に亘る酪農生産基盤の維持・強化にとって需要な課題となっている。 

 そこで、酪農の新規就農者や後継者を確保し、研修会等の実施、酪農担い手ネ

ットワークを構築して交流を進めることにより経営技術の向上を図り、経営上の

課題等を克服して地域への定着を促進し、酪農生産基盤の維持・強化に寄与する。 

（今年度は事業を実施しなかった。） 

 

(18) 豚流行性下痢(PED)まん延防止体制支援強化事業  1,291,378円 

  平成25年秋以降に国内で豚流行性下痢（PED）が大流行し、39都道府県で発生

 が確認され、特に10日齢以下の哺乳豚が脱水症状で死亡し全滅する被害がでた。

  このため地域防疫計画に沿って、地域の養豚農家の繁殖豚を対象に、獣医師に

 よる衛生管理点検指導を行い、PEDのまん延防止・再流行の防止を図る。 

 

 ①PEDまん延防止衛生指導 

  本島内の養豚農家に立ち入り、のべ8,580頭の繁殖豚について、飼養衛生管理

 状況、個体の健康観察等を確認し、各農場に対し衛生管理指導（農場への部外者

 立ち入り制限、入場車両消毒の徹底等）を行った。 

 

 

(19) 農場HACCP認証支援地域強化促進事業  631,658円 

 地域での幅広い取組みを普及するための指導体制を整備し、農場HACCP構築に

取り組むこととし、併せてこれまでの事業成果で得られたモデル農場における農
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 ことが重要である。 

  そこで、研修会等を実施し新たな担い手の確保に資することで、今後の肉用牛

 生産基盤の維持・強化に寄与するとともに、その対象者の交流ネットワークの構

 築を促進する。 

（今年度は事業を実施しなかった。） 

 

(22) 畜産クラスター全国推進事業に係る全国実態調査  318,092円 

 畜産クラスターに係る取組を全国で推進するために必要な情報として、全国

の先進的な経営体等を対象に経営内容に係る調査・取りまとめを行った。 

①調査戸数  酪農１戸 肉用牛３戸 

②調査内容  経営の概要、当期生産費用と損益、投資・負担の概要 

         生産技術、管理技術の概要等 

 

(23) 畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業  3,363,218円 

 畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業のうち機械導入事業について、その

円滑な実施を図るため、下記に掲げる事業の推進業務、事業参加要望書の取りま

とめ業務などの推進業務を実施した。 

①県内における事業の推進業務（事業説明等） 

②県内における事業参加要望書及び申請書の取りまとめ業務 １１３件 

③県との協議に係る窓口業務 １５協議会 

④県内における事業の執行に係る連絡・調整、データ整理及び調査業務 

⑤その他（全国会議への出席等） 

 

(24) 飼養衛生管理基準等緊急啓発普及促進事業  196,835円 

 「飼養衛生管理基準」の改正後の情報を関係者に迅速に周知・徹底し、不測の事

態に備えた防疫体制の強化・推進を図った。 

 １）防疫演習の開催 

  防疫演習等地域の実態に即した自衛防疫活動を生産者・市町村・家畜保 健衛

 生所等と実施し、地域防疫体制の整備・定着を図った。 

 ア．開催日時 

   平成２９年２月１３日（月） ９：００～ 

 イ．開催場所 

   八重山家畜セリ市場 

 ウ．主な内容 

   パンフレットを作成して飼養衛生管理基準および定期報告の改正されたポイ

  ントを説明。 

 

(25) 平成28年度沖縄型農林水産業構築事業委託業務 5,410,829円 

  沖縄県21世紀ビジョン基本計画に基づく、地域特性を活かした農林水産業の振

 興を図るためのアクションプランとして「沖縄県21世紀農林水産業振興計画（前

 期平成24年～28年度)」を策定し、各種施策を総合的・計画的に実施している。

 平成29年度からの後期計画スタートに向け、沖縄県の重要品目であり、農業産出

 額の約33％を占める肉用牛及び養豚について、TPP、農家の高齢化、環境問題等

 を踏まえ、沖縄県の肉用牛、養豚の将来展望「あるべき姿」「ありたい姿」を提

 言し、今後の各種事業等に反映させていく。 
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を
交

付
す

る

2
)
推
進
指
導
事
務
費

5
,
0
8
3
肉

用
牛

肥
育

経
営

安
定

対
策

事
業

の
円

滑
な

推
進

を
図

る
た

め
の

事
業

1
)
養
豚
資
金
造
成
費

2
0
4
,
7
7
0
農

畜
産

業
振

興
機

構
が

実
施

す
る

養
豚

経
営

安
定

対
策

事
業

へ
の

造
成

事
業

2
)
推
進
指
導
事
務
費

3
5
3
養

豚
経

営
経

営
安

定
対

策
事

業
の

円
滑

な
推

進
を

図
る

た
め

の
事

業

３
．

6
6
4
,
6
8
7

(
2
6
)
沖
縄
県
ｴ
ｺ
ﾌ
ｨ
-
ﾄ
ﾞ
利
用
推
進
体
制
整
備
事
業

7
,
9
5
8
エ

コ
フ

ィ
－

ド
の

生
産

・
利

用
の

普
及

加
速

に
向

け
、

加
熱

処
理

機
器

導
入

普
及

し
、

生
産

性
の

効
果

を
把

握
す

る
事

業

(
2
4
)
飼
養
衛
生
管
理
基
準
等
緊
急
啓
発
普
及
促
進
事
業

1
9
6
「

飼
養

衛
生

管
理

基
準

」
の

改
正

後
の

情
報

提
供

の
周

知
・

徹
底

、
及

び
防

疫
体

制
の

強
化

・
推

進
を

図
る

事
業

(
2
5
)
平
成
2
8
年
度
沖
縄
型
農
林
水
産
業
構
築
事
業

5
,
4
1
0
県

2
1
世

紀
農

林
水

産
業

振
興

計
画

の
後

期
計

画
の

ス
タ

ー
ト

に
向

け
て

、
沖

縄
県

の
肉

用
牛

、
養

豚
等

の
将

来
展

望
を

提
言

す
る

事
業

(
2
0
)
畜
産
経
営
に
お
け
る
女
子
力
発
揮
事
業

地
域

の
養

豚
農

家
の

繁
殖

豚
を

対
象

に
、

獣
医

師
に

よ
る

衛
生

管
理

点
検

指
導

を
行

い
、

P
E
D
の

ま
ん

延
防

止
・

再
流

行
の

防
止

を
図

る
事

業

(
1
9
)
農
場
H
A
C
C
P
認
証
支
援
地
域
強
化
事
業

6
3
1
中

核
と

な
る

農
場

の
育

成
を

通
じ

て
農

場
H
A
C
C
P
認

証
の

広
範

か
つ

加
速

的
な

普
及

を
図

る
事

業

(
2
3
)
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化
整
備
等
特
別
対
策
事
業

（
機
械
導
入
事
業
）

3
,
3
6
3
畜

産
ク

ラ
ス

タ
ー

関
連

事
業

の
う

ち
機

械
導

入
事

業
の

円
滑

な
実

施
を

図
る

た
め

の
推

進
業

務

(
2
2
)
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
全
国
推
進
事
業
に
係
る
全
国
実

態
調
査

3
1
8
全

国
の

先
進

的
な

経
営

体
等

を
対

象
に

経
営

内
容

に
係

る
調

査
・

取
り

ま
と

め
業

務

5
,
1
0
1

1
,
2
6
5
勉

強
会

等
を

開
催

し
、

地
域

の
次

世
代

女
性

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
を

図
る

。

5
,
0
9
0

2
,
5
2
0

3
4
,
7
6
2

畜
産

経
営

体
の

経
営

診
断

分
析

を
行

い
、

経
営

及
び

生
産

技
術

の
高

度
化

を
図

る
た

め
の

支
援

指
導

事
業

沖
縄

県
畜

産
共

進
会

協
議

会
の

庶
務

及
び

県
畜

産
共

進
会

を
開

催
す

る
事

業

肉
用

牛
の

遺
伝

的
能

力
評

価
の

普
及

（
改

良
協

会
委

託
）

(
2
1
)
多
様
な
担
い
手
育
成
支
援
事
業

0
研

修
会

の
開

催
・

受
講

者
か

ら
の

相
談

対
応

・
全

国
交

流
会

（
東

京
）

へ
の

出
席

対
応

(
1
8
)
豚
流
行
性
下
痢
(
P
E
D
)
ま
ん
延
防
止
体
制
支
援
強

化
事
業

1
,
2
9
1

2
3
5
,
2
6
6

1
)
肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
交
付
金
交
付

2
)
肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金
制
度
運
営
体
制
整
備

　
強
化
事
業

0

(
5
)
養
豚
経
営
安
定
対
策
事
業

2
0
,
8
3
5

4
,
2
0
7
肉

用
牛

繁
殖

経
営

基
盤

の
安

定
を

図
る

た
め

の
事

業

2
0
,
8
3
5

子
牛

価
格

が
下

落
し

た
場

合
、

生
産

者
に

補
給

金
を

交
付

肉
用

子
牛

生
産

者
補

給
金

制
度

の
適

正
か

つ
円

滑
な

実
施

体
制

の
確

保
を

図
る

た
め

の
事

業

(
1
6
)
在
来
馬
等
馬
伝
染
性
貧
血
清
浄
化
推
進
事
業

1
0
3
在

来
馬

等
馬

伝
染

性
貧

血
の

清
浄

性
維

持
の

推
進

2
0
5
,
1
2
3

事
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
名

(
1
)
肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金
制
度

(
2
)
肉
用
牛
繁
殖
経
営
支
援
事
業

１
．
家
畜
・
畜
産
物
の
価
格
安
定
事
業

(
4
)
肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定
特
別
対
策
事
業

(
3
)
沖
縄
県
和
牛
子
牛
価
格
安
定
特
別
対
策
事
業

0
雌

子
牛

価
格

が
下

落
し

た
場

合
、

生
産

者
に

補
て

ん
金

を
交

付

2
)
沖
縄
県
優
良
肉
用
牛
生
産
推
進
事
業

2
,
4
0
0

(
7
)
畜
産
物
需
給
総
合
調
整
事
業

3
2
,
3
6
20
全

国
和

牛
能

力
共

進
会

へ
の

出
展

に
要

す
る

助
成

金
1
)
全
国
畜
産
共
進
会
助
成
金
支
出

２
．
家
畜
・
畜
産
物
の
改
良
及
び
需
給
調
整
事
業

(
6
)
家
畜
改
良
促
進
事
業

2
,
4
0
0

畜
産

経
営

体
の

経
営

安
定

、
生

産
技

術
の

向
上

及
び

家
畜

防
疫

に
関

す
る

事
業

3
9
4
,
6
5
9

2
)
沖

縄
県

農
林

水
産

物
販

売
促

進
協

議
会

等
負

担
金

2
,
0
0
0

1
)
県
産
食
肉
等
消
費
促
進
対
策
事
業

3
0
,
3
6
2
県

産
食

肉
等

の
消

費
促

進
活

動
を

実
施

す
る

の
に

要
す

る
経

費
に

対
す

る
助

成
と

、
公

社
が

行
う

販
売

促
進

事
業 県

産
畜

産
物

の
消

費
拡

大
を

図
る

た
め

の
県

販
売

促
進

協
議

会
等

へ
の

負
担

金

(
1
2
)
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
事
業
実
施
計
画
策

定
調
整
委
託
事
業

2
,
8
7
1

(
８
)
沖
縄
県
肉
用
牛
経
営
安
定
対
策
補
完
事
業

3
5
7
,
7
8
1
子

牛
の

域
外

販
売

の
促

進
、

組
織

的
な

生
産

活
動

の
推

進
等

（
ヘ

ル
パ

ー
活

動
）

を
図

り
、

肉
用

牛
の

振
興

に
資

す
る

事
業

畜
産

特
別

資
金

等
の

借
受

者
に

対
す

る
経

営
改

善
の

促
進

の
指

導
等

沖
縄
県
畜
産
共
進
会
の
開
催
に
係
る
委
託
事
業

(
1
7
)
女
性
・
リ
タ
イ
ア
世
代
等
の
就
農
・
定
着
等
推
進

事
業

0
研

修
会

の
開

催
や

酪
農

担
い

手
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

し
、

女
性

・
リ

タ
イ

ア
世

代
等

の
就

農
・

定
着

化
を

図
る

事
業

(
1
0
)
畜
産
特
別
資
金
等
推
進
指
導
事
業

2
,
0
1
5

(
９
)
畜
産
経
営
技
術
改
善
指
導
事
業

2
,
8
6
9

(
1
4
)
家
畜
防
疫
互
助
基
金
造
成
等
支
援
事
業

総
　
　
　
合
　
　
　
計

家
畜

伝
染

病
発

生
時

の
互

助
事

業
の

普
及

・
啓

発
を

図
る

事
業

(
1
5
)
地
域
自
衛
防
疫
強
化
特
別
対
策
事
業

3
6
9
地

域
自

衛
防

疫
活

動
の

普
及

・
啓

発
を

図
る

事
業

畜
産

近
代

化
リ

ー
ス

借
受

施
設

機
械

等
の

確
認

及
び

管
理

状
況

調
査

指
導

事
業

畜
産

担
い

手
育

成
総

合
整

備
事

業
を

実
施

す
る

た
め

の
飼

料
基

盤
の

開
発

整
備

、
事

業
計

画
を

策
定

す
る

事
業

(
1
3
)

(
1
1
)
貸
付
事
業
指
導
等
事
業

6
0
9
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２ 主な処理事項

年 月 日 処 理 事 項

平成 28 年 4 月 1 日 平成２８年度第１回理事会（決議の省略）

審議事項

１ 理事長の選定について

２ 専務理事の選定について

３ 事務局長の選任について

平成 28 年 5 月 31 日 平成２７年度決算監査

平成 28 年 6 月 2 日 平成２８年度第２回理事会

審議事項

１ 平成２７年度事業報告及び決算報告の承認について

２ 公益財団法人沖縄県畜産振興公社業務方法書（肉用牛肥育

経営安定特別対策事業）の一部改正について

３ 肉用牛肥育経営安定特別対策事業に係る肥育牛１頭当たり

の生産者積立金の額について

４ 肉用牛肥育経営安定特別対策事業に係る手数料の徴収及び

単価設定について

５ 公益財団法人沖縄県畜産振興公社業務規程（肉用子牛生産

者補給金制度業務規程）の一部改正について

６ 公益財団法人沖縄県畜産振興公社畜産会館運営規程の一部

改正について

７ 公益財団法人沖縄県畜産振興公社特定個人情報等取扱規程

の制定について

８ 平成２８年度定時評議員会の開催について

平成 28 年 6 月 22 日 平成２８年度定時評議員会

審議事項

１ 平成２７年度決算報告の承認について

平成 28 年 10 月 2 日 第４２回沖縄県畜産共進会 枝肉部門 開催

～ 10 月 7 日

平成 28 年 10 月 23 日 第１次職員採用試験（筆記試験）

平成 28 年 10 月 26 日 平成２８年度第３回理事会（決議の省略）

審議事項

１ 平成２８年度事業計画の変更について

２ 平成２８年度第１次収支予算の補正について
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年 月 日 処 理 事 項

３ 理事の補欠選任候補者の推薦について

４ 監事の補欠選任候補者の推薦について

５ 平成２８年度第１回臨時評議員会への提案について

平成 28 年 11 月 4 日 第４２回沖縄県畜産共進会 種畜部門（肉用牛・乳用牛）開催

～ 11 月 5 日 うちな～いい肉の日、第４回ま～さんフェスティバル同時開催

平成 28 年 11 月 27 日 第２次職員採用試験（面接試験）

平成 28 年 12 月 6 日 平成２８年度第１回臨時評議員会（決議の省略）

審議事項

１ 評議員の選任について

２ 理事の補欠選任について

３ 監事の補欠選任について

平成 29 年 2 月 4 日 おきなわ花と食のフェスティバル（ま－さん市場開催）

～ 2 月 5 日 奥武山総合運動公園

平成 29 年 3 月 27 日 平成２８年度第４回理事会

審議事項

１ 沖縄県和牛子牛価格安定特別対策事業に係る保証基準価格及

び補てん積立金の額の決定について

２ 平成２９年度事業計画及び収支予算について

３ 公益財団法人沖縄県畜産振興公社業務規程（肉用子牛生産者

補給金制度業務規程）の一部改正について

４ 公益財団法人沖縄県畜産振興公社規程等の一部改正について

５ 理事の辞任に伴う補欠選任候補者の推薦について

６ 平成２８年度第２回臨時評議員会への提案について（決議の

省略）

平成 29 年 3 月 30 日 平成２８年度第２回臨時評議員会（決議の省略）

審議事項

１ 理事の辞任に伴う補欠選任について
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３ 役員の名簿

平成２９年３月３１日現在

評 議 員

氏 名 所 属 先 役 職 名

島 尻 勝 広 沖縄県農林水産部 部長

比 嘉 俊 昭 沖縄県農業共済組合 組合長理事

上 原 昭 糸満市長

喜 屋 武 浩 樹 今帰仁村長

砂 川 博 紀 沖縄県農業協同組合中央会 会長

平 良 菊 沖縄県婦人連合会 会長

波 平 克 也 沖縄県獣医師会 会長

理事及び監事

公社役職名 氏 名 所 属 先 役 職 名

理 事 長 島 田 勉 沖縄県農林水産部 参事監

専 務 理 事 長 崎 祐 二 沖縄県農林水産部 参事

嵩 原 安 伸 沖縄県農業振興公社 理事長

比 屋 根 方 次 八重瀬町長

具 志 堅 兼 栄 南城市副市長

理 事 大 城 勉 沖縄県農業協同組合 代表理事理事長

新 里 重 夫 沖縄県酪農農業協同組合 組合長

平 良 隆 沖縄県養鶏農業協同組合 組合長

山 本 靖 郎 生活協同組合コープおきなわ 理事長

監 事 鉢 嶺 健 二 沖縄県家畜改良協会 専務理事

崎 原 勲 沖縄県農業協同組合 常務理事
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